
　 　

3 モニターを取り付ける

取り付ける位置については、裏面の「モニターを取り付ける前に」を
ご覧ください。

1 ダッシュボードの形状に合わせて、
スタンド7を曲げる

2 クリーニングクロスq;で取り付け面の汚れを取る

3 両面テープのはくり紙をはがし、
貼り付ける

4 固定用ネジ8で固定する

5 スタンドカバー9を接着する

6 モニター背面のみぞにスタンドの
ネジを差し込み、高さを決める

7 レバーをゆるめて角度を調節する

4 TVアンテナを取り付ける

裏面の「TVアンテナの取り付けについて」もあわせてご覧ください。

1 TVアンテナqsをリヤウインドウに取り付ける

2 TVアンテナコードを配線する

下図を参照してください。

3 TVアンテナコードを接続する

配線のしかた
車外に取り付ける場合

* このコードクランパーは必ず防水ゴムより
低い位置に取り付けてください。

トランク内への水漏れの原因となります。

付属部品の確認

この「取り付けと接続」に記載されている取り付け先または接続先の機器は、すべて別売り品です。
ただし付属品は除きます。

コネクションボックス
1 マジックテープ 2 電源コード 3 圧着式コネクター

4 モニター接続コード 5 コネクションボックス接続コード 6 アースコード

モニター
7 スタンド 8 固定用ネジ×3 9 スタンドカバー q; クリーニングクロス qa コードクランパー×5

TVアンテナ
qs TVアンテナ（左1、右1） qd 台座×2 qf クリップ×4 qg 防水ゴム×2 qh 両面テープ×2

（車内取り付け専用） （車内取り付け専用）

qj クリーナー液 qk 不織布 ql コードガイドレール×2 w; コードクランパー×6

リモコン
wa リモコン ws リモコンホルダー wd 両面テープ

セーフティーセンサー
wf セーフティーセンサー wg マグネットスイッチ wh アダプター

ソニーFAXインフォメーションサービスのご案内（FAX付電話でご利用になれます）

カーフィッティングFAXサービス　車輌メーカー、車種・車輌形式別のカーオー
ディオ部の取り外し方法、各種センサー位置等の資料
1インデックスの入手／03-3552-7209 t車輌メーカー別のBOX番号を受信
2資料請求／03-3552-7488 tアナウンスに従いご希望の車種の該当BOX番号を
入力してください。

•ソニーFAXインフォメーションサービスをご利用の際のインデックス入手料・資料請求は通話料のみお客
様のご負担となります。またFAXの機能によっては受信できない場合があります。

•FAXサービスのメンテナンス日は　毎月第2木曜日　午前8：00～午後11：00となっております。ご迷惑
をおかけしますが、当日前記時間帯は資料を取り出すことはできません。ご了承ください。（第2木曜日が
祭日の場合は前日の水曜日をメンテナンス日とさせていただきます。）

取付場所の確認

下図のように取り付けられるかどうか、ご使用になっている車に合わせて各機器を配置してください。

1 イグニッションキーをOFFにするか、キーを抜い
ておく

2 仮置きして（上図参照）、ケーブルの長さやモニ
ターの位置などを確認する

1 コネクションボックスを取り付ける

マジックテープ1を半分に切り、カーペットなどに
取り付ける

マジックテープは、底面中央の銘板を避けて貼ってください。

オルタネーターノイズが発生するときは
オルタネーターノイズ（エンジン回転を上げたときのヒューンという
音）が発生する場合には、アースコード6をコネクションボックス側面
（またはソニーナビシステム本体背面）のネジで固定し、もう一方を車
体の金属部分のビスに接続（アース）してください。

2 コネクションボックスと接続する

本機は、電源にシガーライターソケットを使うことで、電源への接続を簡単にしています。
下記以外の接続については、裏面の「接続図」に従ってください。

ご注意�
コネクションボックスとご使用のソ
ニーナビシステムなどとは、できるだ
け互いに離して設置してください。近
づけて設置すると、テレビ画面にノイ
ズが出ることがあります。

マジックテープ1
マジック
テープ1

取り付け面へ

•取り付け面の表面温度が低い
（20°C以下）と両面テープの接着力
が弱くなるので、ヘアドライヤー

などで温めてから貼り付けてくだ

さい。また、24時間以上経ってか
らモニターの取り付けを行ってく

ださい。

•取り付けたあとに両面テープをは
がすと、接着力が弱くなり危険で

す。十分に位置を決めてから確実

に取り付けてください。

•取り外すときは、取り付け面を温
めてからゆっくりはがしてくださ

い。

取り付けた状態でネジの先端がダッ

シュボード内部の配線などに当たっ

ていないことを確認してください。

固定用ネジ8

固定用ネジ8

スタンドカバー9

車の振動によるぐらつきを防止する

ため、モニターの底面がダッシュ

ボードにあたるように高さを調節し

てください。調節後はネジを締めて

固定します。

調節後はレバーをしっかり締めて固

定します。

車内に取り付ける場合
台座を車内取り付け専用の台座qdに付け換え、TVアンテナの先にク
リップqfを取り付けます。
詳しくは、「TVアンテナの取り付けについて」をご覧ください。

90°�90°�

5 セーフティーセンサーを取り付ける

ご使用の車がオートマチック車の場合、ナビ本体の若草色（パーキン
グブレーキ）コードを車両側のパーキングブレーキスイッチコードに
接続するかわりに、セーフティーセンサーwfを使うことができます。
マニュアル車やコラムオートマチック車の場合は、裏面の「各コード
の接続について」をご覧ください。
取り付ける手順について詳しくは、裏面の「セーフティーセンサーの
取り付けかたについて」をご覧ください。

6 車のエンジンをかけて、モニターの電源を入れる

1 シガープラグ（電源コード2）を車内のシガーライ
ターソケットに接続し、エンジンをかける

電源コード2の接続については、裏面「接続図」をご覧くださ

い。

2 ブレーキランプやライト、ホーン、ウィンカーなど、
すべての電装品が正しく動作することを確認する

3 モニターの電源を入れる

7 リモコンを取り付ける

両面テープwdで、リモコンとモニターのリモコン受
光部が向き合うように取り付ける

シフトレバーの脇などの操作しやすい場所に固定してください。

両面テープを取り付ける前に、リモコン操作が正しくできるこ

とを確認してください。

セーフティーセンサーを取り付ける場合は（裏面「セーフ

ティーセンサーの取り付けかたについて」参照）、セーフティー

センサーの妨げにならないことも確認してください。

ご注意�

•マジックテープは、後の作業で足
りなくならないように上手に配分

してください。

•ナビ本体とコネクションボックス
は、できるだけ離して設置してく

ださい。近づけて設置すると、テ

レビ画面にノイズが出ることがあ

ります。

•取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。　

•次のような場所への取り付けは避
けてください。

ー高温になるところ

ー直射日光が当たる場所、ヒー

ターの熱風を直接受ける場所な

ど、温度が極端に高いところ

取り付け面へ

アースコード6

車体の金属部分へ

E

正しい取付け

正しい操作で

安全運転

* セーフティーセンサーは、マニュ
アル車またはコラムオートマチッ
ク車には使用できません。

** TVアンテナは、車外に取り付ける
場合と、車内に取り付ける場合
の、2とおりの方法があります。

ネジ

レバー

セーフティーセンサーwf

マグネットスイッチwg

コネクションボックス

モニター接続コード4

電源コード2

セーフティーセンサー
または車両側パーキング
ブレーキスイッチコードへ*2

シガーライター
ソケットへ*1

シガープラグ*3

シガー
プラグ側

この端子は、
接続しません。

フィルター＋ヒューズ

この端子を、
先に接続します。

モニター（背面）

*1 作業中の事故防止のため、シガーライターソケットへは最後に接続してください。
*2 セーフティーセンサーまたはパーキングブレーキスイッチコードに接続しないと、
本機が走行中と誤ってしまい、テレビ/ビデオ画像の表示ができなくなります。
詳しくは、裏面の「セーフティーセンサーの取り付けかたについて」または「パー
キングブレーキコードの接続について」をご覧ください。

*3 お買い上げ時は、接続された状態になっています。一部の車種によっては、車両側
のシガーライターソケットに本機のシガープラグがうまく差し込めないことがあり
ます。
シガープラグを使用しない場合は上記イラストの部品をはずして、車両側の配線に
接続してください。

*4 コネクションボックス接続コード5は、ソニーナビシステム（別売り）を接続する
場合のみ使用します。

*5 端子保護用のキャップは、はずさないでください。

黒

赤

コネクションボックス

TVアンテナの使いかたと取り付け
かたについては
裏面の「TVアンテナの取り付けにつ
いて」をご覧ください。

ちょっと一言�

クリーナー液qjと不織布qkで取り付

け面に付着している汚れなどを拭き

とってから、取り付けてください。

ご注意�

シガーライターソケットの中に煙草

の灰や異物が入っていると、接触不

良を起こし、シガープラグ部分が熱

くなります。お使いになる前に、必

ず点検、清掃をしてください。

 ご注意�

•次のような場所への取り付けは避
けてください。

ーセーフティーセンサーの妨げにな

るところ

ーシフトレバーやサイドブレーキな

どの操作の妨げになるところ

ー運転席、助手席のシートの前

後、上下など可動部の妨げにな

るところ

ーダッシュボードの上やハンドルの

上など、直射日光の熱によって変

形するおそれのあるところ

•取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。

セーフティー
センサーwf
（イラストは縦方向に
取り付けた例です。）

リモコンwa

取り付け面へ
リモコンホルダーws

両面テープwd

モニターの
リモコン受光部へ

取り付けと接続
XTL-W85

Sony Corporation  2000   Printed in Japan

リモコン

コネクション
ボックス

モニター

曲げすぎて、スタンドが浮かないよ

うにご注意ください。

スタンド7

本機の接続コードの色は、EIAJ*コードカラーに準拠しています。

* EIAJは、日本電子機械工業会の略称です。

セーフティー
センサー*

TVアンテナ**

ご使用の車のシフトレバーに
取り付けます。
イラストは縦方向に取り付け
た例です。

ご注意�

•セーフティーセンサーとマグネッ
トスイッチの間は、必ず5mm以内
になるように取りつけてくださ

い。正しく取り付けないと、本機

が走行中と過ってしまい、テレビ/
ビデオ画面が映りません。

•ご使用の車がマニュアル車またはコ
ラムオートマチック車の場合は、裏

面の「パーキングブレーキスイッチ

コードの接続について」を参照して

パーキングブレーキスイッチコード

を接続してください。

販売店様へのお願い
本機の取り付け後、この「取り付けと接続」は、必ずお客様へご返却ください。

保証期間中の操作や取り付け・接続、故障に
関するお問い合わせは

テクニカルインフォメーションセンターへ
（カーAV/カーオーディオ専用）

0120-64-0131（フリーダイヤル）

24時間
お手元のFAXで
資料が取り出せます

この説明書は再生紙を使用しています。�

ご注意�

•左右のTVアンテナは、できるだけ
長くのばしてください。

ただし、左右のTVアンテナが、お
互いに重なったり接触しないよう

にしてください。

•視界をさまたげないように、TVア
ンテナ可動部のゴムをはずして90°
に広げてください。（「TVアンテナ
の取り付けについて」参照）

•車内取り付け専用の台座qdは、貼
り付け部分だけをもって付け換え

ないでください。台座を破損する

ことがあります。

TVアンテナqs

* 台座の貼り付け部分だけをもって付
け換えないでください。破損の原因

になります。

シート下にテープで固定する

先端のプラスチックの
根元の金属部分に取り
付けます。

TVアンテナqs

台座*qd

クリップ*qf

（右上欄につづく）

防水ゴムqgは平らな面を下にし、防水ゴム用両面テープ

qhで貼り付けてください。

セーフティーセンサーをご使用
になる場合、車体の金属部分に
接続（アース）します。

上面図

防水ゴムqgはゴムパッキンと平行にし、防水ゴム用両面

テープqhで貼り付けてください。

側面図

背面図

コードガイド
レールql

TVアンテナへ

ゴムパッキン

トランク内側

防水ゴムqg

ゴムパッキン

コード
クランパーw;

両面テープqh

防水ゴムqg

ゴムパッキン

コードクランパーw;コード
クランパーw;*

両面テープqh

コードクランパーw;

TVアンテナqs

防水ゴムqg

ソニーナビシステム
（別売り）より*4

* I - 3 - 2 2 4 - 1 8 3 - 0 2 * (1)

コネクションボックス接続コード5*4

取り付けはお買い上げ店に依頼する
本機の取り付けは車種や年式により異なり、専門知識が必要です。万一、ご自分で取り
付けるときは、この「取り付けと接続」に従って、正しく取り付けてください。正しい取
り付けをしないと、火災や感電または自動車の損傷の原因となります。

コネクションボックス
（またはソニー
ナビシステム本体）

この端子は、
接続しません*5。

ご注意�

* TVアンテナコードを切る場合、
下図のように必ずコードに沿って

切ってください。

別売りのソニーナビシステムと接
続する場合は、コードの1本をナ
ビ本体のFM ANT入力端子に接
続します。

ソニーナビシステムに接続する
とき、必要な場合はここを切っ
てのばしてください*



　

セーフティーセンサーの取り付けかたについて

安全のため、セーフティーセンサーwfをご使用の車のシフトレバーに
取り付けます。接続については、上欄の「接続図」をご覧ください。
ご使用の車がオートマチック車の場合に限ります。
マニュアル車やコラムオートマチック車の場合は、右欄「パーキング
ブレーキスイッチコードの接続について」をご覧ください。

1 シフトレバーがパーキング（P）の位置のときに、
セーフティーセンサーwfとマグネットスイッチwgの
間が5mm以内になるように仮置きする
リモコンwaの取り付けまたは操作の妨げにならないかを確認し

てください。（裏面「7リモコンを取り付ける」参照）

セーフティーセンサーwfとマグネットスイッチwgは、向き合う

ように設置してください。（下図「○」のイラスト）

マグネットスイッチをセーフティーセンサーの横側に設置して

も働きません。（下図「×」のイラスト）

2 シフトレバーがパーキング（P）の位置のときに、
モニターにテレビ画面が映ることを確認する

正しく設置されていないと、モニターの画面は映らずに音声の

みになります。

3 はくり紙をはがして貼り付ける

シフトレバーの形状が平面になっている場合は、マグネットス

イッチwgにアダプターwhを貼ってからレバーに貼ってください。

TVアンテナの取り付けについて

なるべく平らな部分に貼り付けてください。ガラスの曲面が大きいと
はがれるおそれがあります。
TVアンテナの左右を確認して取り付けてください。
（車外） （車内）

TVアンテナの使いかた
TVアンテナ本体を起こしてから、エレメントAおよびBの各段をいっ
ぱいにのばし、エレメントBを内側へ倒します。（取り付け場所に
よってはアンテナの性能が劣化する場合があります。）
車内に取り付ける場合、視界をさまたげないように、TVアンテナ可
動部のゴムをはずして90°に広げてください。

A

B
A

B

ゴム 

A

B

（左側用） （右側用）

TVアンテナの取り付け
あらかじめ、クリーナー液qjと不織布qkで、貼り付け面の油やワック
ス、ほこりなどを拭きとっておきます。
クリーナー液が乾いたら水で洗い流し、乾いた布で乾拭きしたあと、
以下の手順で取り付けてください。

車外に取り付ける場合
車外に取り付けた場合、盗難、いたずらなどを防止するために、TVア
ンテナqsを簡単に取り外し・取り付けできる構造になっています。
ただし、アンテナコードをTVアンテナqsのクランパーに差し込んでい
るときは、必ずコードをクランパーからはずしてください。

ここを押す。�

（TVアンテナ本体裏面）�

クランパー�

1 TVアンテナqsの台座を貼り付け面に合わせて折り
曲げる

取り付け金具と貼り付け面の間にすき間がないことを確認して

ください。

2 台座裏面のはくり紙をはがし、貼り付ける

接着面に手を触れたり、貼り直しをすると接着力が低下します

のでご注意ください。

車内に取り付ける場合
あらかじめ、アンテナコードがTVアンテナqsの台座のクランパー（下
図参照）に差し込まれていないか確認してください。差し込まれている
場合は、必ずコードをクランパーからはずしてから、以下の手順を行っ
てください。

1 台座を車内取り付け専用の台座qdに付け換える

下図の台座の頭の部分（「○」の部分）を指で押さえて、アンテ

ナを差し込んでください。

台座の貼りつけ部分（「×」の部分）だけを持ってアンテナを差

し込むと、台座を破損するおそれがあります。

カチリと音がするまで差し込んでください。

2 アンテナの先端にクリップqfを取り付ける

アンテナを引き延ばして、先端のプラスチックの根元の金属部

分に取り付けてください。

3 台座qdとクリップqfのはくり紙をはがし、取り付け
面に貼り付ける

接着面に手を触れたり、貼り直しをすると接着力が低下します

のでご注意ください。

接続図（シガープラグを使用しない場合）

必ず接続先の機器に付属の取扱説明書もあわせてご覧ください。取り付ける車両のくわしい資料については、「ソニーFAXインフォメーションサービス」（裏面左下参照）をご利用することもできます。取り付ける前に
•必ずリアウィンドウに取り付けて
ください。

•車のラジオ用アンテナや、パーソ
ナル無線、アマチュア無線、自動

車電話などのアンテナから離して

ください。近くに設置すると、他

のアンテナの影響を受ける場合が

あります。

•エレメントが車体より出ない所を
選んでください。目に当たるなど

して大変危険です。

•湿気の高いとき（雨、霧など）は、
取り付け面を十分に乾燥させてく

ださい。取り付け面に水気がある

と、接着力が低下し、はがれる危

険があります。

•取り付け面の温度が低いときは、
接着力を上げるため、車内ヒー

ター、リアウィンドデフォッ

ガー、ヘアドライヤーなどを利用

し、温めてから貼り付けてくださ

い。

モニターを取り付ける前に

モニターは、安全性を重視して設計されておりますが、正しい位置に
確実に取り付けを行わないと、事故の原因となり大変危険です。
取り付ける前に、必ず下記事項の確認を行ってください。

取り付け位置
前方視界を妨げることがなく、また運転中極端に視線を動かさずにす
むように、ダッシュボードのなるべく高い位置に取り付けてくださ
い。極端に目線を下げる位置に設置しないでください。

取り付け位置のポイント
運転者から見て、ボンネットの先端よりもモニターが上に出ない位置
に取り付けます。

取り付け例
モニターの底面がダッシュボードに接触するように取り付けてくださ
い。

ダッシュボードが曲面の場合 ダッシュボードが平面の場合
モニター底面をダッシュボード モニター底面をダッシュボードの
にあてて固定する。 平面にあてて固定する。

ご注意�

•助手席用エアバッグシステムの動
作を妨げないように取り付けてく

ださい。

•不安定な取り付けは絶対にお避け
ください。走行中にはずれること

があり、大変危険です。

•極端に低温または高温になる場所
や（キャビネットの変形や液晶パネ

ルの故障の原因になります。）、直

射日光が当たる場所を避けてくだ

さい。

•モニターを取り付けるときは下記
の明るさ検知部を覆ったり、ふさ

いだりしないよう取り付けてくだ

さい。

明るさ検知部

ちょっと一言�

パーキングブレーキスイッチコード

の位置は、取り付ける車両によって

異なりますので、「ソニーFAXイン
フォメーションサービス」（裏面左下

参照）をご利用になるか、お買い上

げ店にご相談ください。

ダッシュボード

ご注意�

車両側パーキングブレーキスイッ

チコードが細い場合、接触が不充

分になることがありますのでご注

意ください。

左側用

右側用

左側用 右側用

取り付け面の曲面に合わせて、
取り付け金具を折り曲げます。

充分な受信感度を得られないと

きは
モニター本体のTVブースタースイッ
チを「ON」にしてください。
詳しくは、「取扱説明書」の「テレビ

を見る」をご覧ください。

取り付け面へ

*1 コネクションボックスのソニーナビ端子

は、ソニーナビシステム専用です。

指定のソニーナビシステム以外は、接続

しないでください。

*2 イグニッションスイッチにアクセサリー

ポジションのない車には取り付けられま

せん。

*3 安全のため、若草色コードは必ず車両側

パーキングブレーキスイッチコードかま

たはセーフティーセンサーwfに接続して

ください。

*4 この圧着式コネクターは、セーフティー

センサーを使用する場合、電源コードの

アース端子（くわ型端子）に接続するた

めに使用します。

*5 この圧着式コネクターは、セーフティー

センサーを使用しない場合、車両側パー

キングブレーキスイッチコードを接続す

るために使用します。

*6 ソニーナビシステムに接続する場合は、

TVアンテナコードの1本をナビシステム
本体のFM ANT入力端子に接続してくだ
さい。（裏面「4TVアンテナを取り付け
る」参照）

マグネット
スイッチwg

セーフティーセンサーwf

セーフティーセンサーwf

ご注意�

•セーフティーセンサーとマグネッ
トスイッチの間は、必ず5mm以内
になるように取りつけてくださ

い。正しく取り付けないと、ナビ

システムが走行中と過ってしま

い、設定や登録などの複雑な操作

ができなくなります。またテレビ

画面が映りません。

•クリーニングクロスq;またはク
リーナー液qjと不織布でqk取り付

け面の汚れを取ってから、取り付

けてください。

•貼り付けるときに接着面に手を触
れたり貼り直しをすると、接着力

が低下しますのでご注意くださ

い。

•ご使用の車がマニュアル車または
コラムオートマチック車の場合

は、右欄の「パーキングブレーキス

イッチコードの接続について」を参

照してパーキングブレーキスイッ

チコードを接続してください。

•右の「○」のイラストのような設置
ができない場合は、右欄の「パーキ

ングブレーキスイッチコードの接

続について」を参照してパーキング

ブレーキスイッチコードを接続し

てください。

ちょっと一言�

コードを固定するときは、必要に応

じて付属のコードクランパーqaをご

使用ください。

マグネット
スイッチwg

アダプターwh

マグネットスイッチwg

ご注意�

ご使用の車を洗車機にかけるとき

は、必ずTVアンテナをはずしてくだ
さい。

モニター

本機の接続コードの色は、EIAJコードカラーに準拠しています。

ご注意�

•コネクションボックスとご使用のソニーナビシステムなどとは、できるだ
け離して設置してください。近づけて設置すると、テレビ画面にノイズが

出ることがあります。

• TVアンテナはFM/AMアンテナから離して取り付けてください。
•車のキーがOFFの位置でシガーソケットの電源が切れない車種には、シ
ガープラグコードを使用できません。

横方向に取り
付けるとき

縦方向に取り付けるとき

安全のために
警告表示の意味
「取付接続説明書」および取扱説明書、製品では、次のような表示をしていま

す。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などにより死亡

や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故により

けがをしたり自動車に損害を与えたりすることがあります。

　 　 　下記の注意を守らないと火災・感電により死亡や大けがの原因となります。

本機はDC12Vマイナスアー
ス車専用です
大型トラックや寒冷地仕様の
ディーゼル車など、24V車で使
用すると火災などの原因となり
ます。

前方の視界を妨げる場所に
取り付けない
前方の視界の妨げになると、事
故やけがの原因となります。

助手席用エアバッグシステ
ムの動作を妨げないように
取り付ける
動作の妨げになる場所に取り付
けると、エアバッグが正常に働
かず、けがの原因となります。

運転操作や車体の可動部を
妨げないように取り付ける
運転の妨げになる場所、車体の
可動部の妨げになる場所に取り
付けや配線をすると、事故や感
電、火災の原因となります。
•ネジやシートレールなどの可動部
にコード類をはさみ込まない。

•コード類はまとめる。
•ステアリングやシフトレバー、ブ
レーキペダルなどが正しく操作で
きることを確認する。

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多い場所には
取り付けない
上記のような場所に取り付けると、火災や感電の原因となり
ます。

取り付け、接続作業をするときには、必ずイグニッ
ションキーをOFFにするか、キーを抜いておく
イグニッションキーをONにしたまま作業すると、バッテ
リーあがりや、ショートによりヒューズ飛びや発煙などの危
険があります。

パイプ類、タンク、電気配
線などを傷つけない
火災の原因となります。車体に
穴を開けて取り付けるときは、
パイプ類、タンク電気配線など
の位置を確認してください。

ステアリングやブレーキ系統、タンクなどにある車
の性能を維持するための部品を使わない
車体のボルトやナットを利用するとき、ステアリングやブ
レーキ系統、タンクなどの部品を使うと、制動不能や火災の
原因となります。

分解や改造をしない
火災や感電、事故の原因となります。
電源リード線の被覆を切って、他の機器の電源を
取ると、リード線の電流容量を超えてしまいま
す。内部の点検や修理はお買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口にご依頼ください。

規定容量のヒューズを使う
ヒューズを交換するときは、必ず電源コードのヒューズケー
スまたは本体に記された規定容量のアンペア数のものをお使
いください。規定容量を超えるヒューズを使うと、火災の原
因となります。

シガーライターソケットを点検・清掃する
シガーライターソケットの中に煙草の灰や異物が入っている
と、接触不良を起こし、シガープラグ部分が熱くなります。
シガープラグが発熱すると、火災などの重大事故の原因とな
ります。

安定した場所に取り付ける
振動の多いところや、天井など
に取り付けると、製品が動く、
落ちるなどにより、事故やけが
の原因となることがあります。

TVアンテナは車体からはみ
出さないように取り付ける
歩行者などに接触し、事故の原
因となることがあります。

付属の部品で正しく取り付ける
他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、しっかり固定で
きないなどで、火災やけがの原因となることがあります。

注意を促す記号

　　

行為を禁止する記号

　　

  下記の注意を守らないとけがをしたり自動車に損害を与えたりすることがあります。

本機の通風口や放熱板をふ
さがない
フロアカーペットの内側やマッ
トの下などに設置して通気口や
放熱板などをふさぐと、内部に
熱がこもり、火災などの重大事
故の原因となります。

アンテナは確実に両面テー
プで固定する
車体や歩行者などに接触し、
事故の原因となることがありま
す。

取り付けたら
•24時間はアンテナに水をかけた
り、雨にあてたり、無理な力を加

えないでください。

•走行前に、確実に固定されている
ことを必ず確認してください。

•取り付け後は、取り付け状態をと
きどき点検してください。

•自動洗車機の使用は避けてくださ
い。

•アンテナ本体、エレメント、コー
ドをアルコール、ベンジン、シン

ナー、ガソリン、ワックスなどで

拭かないでください。（変形、破損

の原因になります。）

•次のような場所では、映りにくく
なります。

1.ビルとビルの間
2.高圧線、送電線付近
3.飛行機が近くを飛んでいる場合
4.電車が近くを走行している場合
5.山中や放送局から遠い場所
6.トンネル内
7.ラジオ放送、アマチュア無線局
の送信アンテナ付近

ここを
押す。

（TVアンテナ
本体裏面）

:台座qdのここを指で
押さえて差し込む

×:台座qdのここだけを
もって差し込まない

クランパー

クリップqf

パーキングブレーキスイッチコードの接続について

安全のため、圧着式コネクターを使用してパーキングブレーキスイッ
チコードを接続します。
セーフティーセンサー（左欄）を取り付けたオートマチック車の場合
は、接続は不要です。圧着式コネクターは、セーフティーセンサーを電
源コードの黒色コードに接続する（アースする）ときに使用します。
上欄「接続図」もあわせてご覧ください。
（本機の接続コードの色は、EIAJコードカラーに準拠しています。）

パーキングブレーキスイッチコードの位置について
パーキングブレーキスイッチコードの位置は車両によって異なります。
下図は代表的な例ですが、詳しくはお買い上げ店にご相談ください。

パーキングブレーキが パーキングブレーキが
フットブレーキの場合 ハンドブレーキの場合

圧着式コネクター3の使いかた

コードの処理について

取り付けと接続が終わったら、コードは運転の妨げにならないようにまとめてください。
コードがシフトレバーなどにからまると、非常に危険です。

モニター

コード
クランパーqa

スカッフプレート

各アンテナコード

スカッフプレート

スカッフプレートをはず
し、フロアカーペットの下
に引き回してください。

シート下にテープで固定する

リアシートクッション部

コネクション
ボックス

パーキングブレーキ
スイッチコード

パーキングブレーキ
スイッチコード

車両側のパーキング
ブレーキスイッチコード

本機側の若草色コード

圧着式コネクター3

]

テレビアンテナ出力�

電源　DC12V

入力�テレビアンテナ入力�

映像� 左� 右�音声�1 432

モニター出力� A／V出力�

ソニーナビ�

ショート事故を防ぐために
作業中のショート事故防止のため、電源コードのシガープラグ（または赤色

コード）の接続は必ず最後に行ってください。

ヒューズの交換
ヒューズを交換するときは、必ずヒューズに記してある規定容量（アンペア

数）のヒューズをお使いください。規定容量以上のヒューズや針金で代用す

ると故障の原因となるだけでなく大変危険です。

TVアンテナqs

車両側パーキングブレーキスイッチコード

車体の金属部分へ

セーフティー
センサーwf

ビデオカメラ、ビデオ
デッキなどの映像音声

出力端子へ

付属モニター

TVアンテナコード（7m）

RCAピンコード（別売り）

コネクションボックス

モニター接続コード4（3m）

電源コード2

この部分を押しながら引っ張る。

コネクターのはずしかた

AV出力端子
（使用しません）

若草色

黒

赤

TVアンテナコード（7m）

セーフティーセンサーを使用しない場合に限
り、ギボシ部分を切り取って、車両側パーキン
グブレーキスイッチコードに接続します。

若草色（2.5m）*3

圧着式コネクター3*5

フィルター＋
ヒューズ

圧着式コネクター3*4

ソニーナビシステム（別売り）へ

この端子は、接続しません。

赤・黒（Aよりそれぞれ2m）赤

A

黒（Bより1m）

B

若草色（Bより1m）若草色（Bより1m）

ソニーナビ端子へ*1

コネクションボックス接続コード5（3m）

付属のシガープラグは、
この部分ではずします。

アクセサリー
（ACC）電源へ*2

黒

この端子は、
接続しません。

*6


